
平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果について

国語の好きな子の国語正答率
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算数(数学)の好きな子の算数正答率
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探究型学習の推進

主体的・協働的に課題解決に取り組む深い学びを通して、思考力・判断力・表現力を高める

○ 推進協力校（ 校）による、実践研究と成果の発信16

○「山形県学力等調査」を生かしたＰＤＣＡサイクルによる評価・改善システムの

構築

○ 県教委・市町村教委の全指導主事による探究型学習の研修会

教員の指導力向上

○ 教育マイスター制度・・・ 研修リーダーの育成 ・ 校内ＯＪＴの充実

先進県への教員派遣研修

○ 大学や専門機関との連携、職員派遣による研修

児童・生徒の日常的な学習の充実

○ 県教育委員会作成の 「単元末評価シート 「スパイス問題シート 「わくわく発」 」

見シート」等を活用した、発展学習や補充学習の工夫

○ 家庭学習の充実 ・意欲を引き出す課題（宿題）の工夫

・家庭学習の重要性の啓発

・規則正しい生活リズムや学習習慣の確立
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１．学力調査結果の経年変化

２．学力調査結果と学習状況調査の関連

３．学習状況調査の結果

４．結果分析を受けての今後の対策
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国の方向性 第２期教育振興基本計画 

◆基本的方向性：絆づくりと活力あるコミュニティの形成 ◆成果指標：家庭教育支援の充実（家庭でのコミュニケーションの状況や子どもの基本的生活習慣の改善） 

◆基本施策：豊かなつながりの中で家庭教育支援の充実（子どもから大人までの生活習慣づくりの推進） 

県の方向性 第６次山形県教育振興計画 

基本方針Ⅱ 豊かな心と健やかな体を育成する【主要施策４】教育の原点である家庭教育、幼児教育の推進 

【主な取組み】①社会全体で家庭教育に取り組む気運の醸成 ②幼児共育の推進 ③子どもの発達に応じた親等への学習機会の提供・充実 

       ④地域における家庭教育の支援者の育成 ⑤学習の機会が届かない親に対する支援 ⑥次代の親としての意識の醸成 

 

 

 

 

 

子どもの実態 
<山形県の子ども>（H28 学力・学習状況調査より） 
 
◆平日テレビ等の視聴２時間以上の割合 

中学３年生 51.5% ⇒全国８位 

小学６年生 63.5% ⇒全国１位 
 
 テレビ等に費やす時間が長い傾向 

 
 
・学習意欲の低下 
・学力の低下  
・食生活の乱れ 
・心の不安定  
・体力の低下  

等への懸念 

親の実態 

<親の不安や悩み> 
(H27 子育ち講座アンケートより) 

 

◆子どもの生活習慣について 50.0％ 

◆子どもと接する時間の確保 26.9％ 

◆子どもとの関わり方    24.6％ 
 

 

生活習慣の乱れ 

〇＜学校＞子どもの行動様式改善：学校と家庭の連携による子ども自身が生活習慣を見直すきっかけ作り 

〇＜家庭＞大人の課題意識を醸成：保護者を含めた家族に対する学び・気づきの場の提供と充実 

〇＜地域＞県全体での機運の醸成：地域による家庭教育支援の推進に向けたフォーラムの開催・ＰＲ活動 

課題解決 

の方向性 

 

地域が家庭のサポーター 
・家庭教育支援ネットワークの確立 

・地域人材による家庭教育支援の推進 

 （※ 見守り・相談活動・留守番 等） 

・全県フォーラム等の開催 ＰＲ活動 

 

 
 
 

 

保護者の接し方が子どもを伸ばす 
・保護者の意識や生活スタイルの改善 

・発達段階に応じた保護者の関わり方の確立 

・学びや気づきの場の提供と充実 

・親と子が共に学ぶ様々な体験活動の提供 

 

 
共に育む保護者と学校 

・保護者と教員の課題意識の共有 

・PTA 活動による子どもの生活習慣改善活動 

・PTA 研修会等、保護者の学習機会の確保 

・意欲を引き出す課題（宿題）の工夫 

 
 

やまがた子どもの生活リズム向上プラン 

家庭教育充実に向けた取組みの方向性について（案） 

家 庭 地 域 学 校 
 

＜考えられる要因 等＞ 
 

・子どもの生活習慣の重要性や子どもとの関わ
り方に関する知識の不足 

・土日勤務やシフト制勤務など、仕事の事情で
子どもと接する時間を十分にとれない家族の
状況 

・家庭教育への地域の支援体制の不足 
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